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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 

 本論文は、リグニン水素化分解およびモノマー水素化のための Ni 触媒調製法およびリグニン化

学改質(酸化)法を理論化学によって導き出し、これらの有効性を実証したものであり、とくに、非

貴金属触媒を適用し、しかも水反応系における水素化分解によって極めて高いモノマー収率が得ら

れること、加えて、同じ触媒を適用してモノマーを完全水素化できることを示したものであり、バ

イオマス変換を対象とする化学および化学工学に対する寄与が大きい。よって、本論文は博士(工学)

の学位に値するものと認める。 

 

 

 

 

 

 


